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P −382 腟 smear の ホル モ ン状態 と子宮頸管熟化 に つ い て の 検討
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【目的】ヒ ツ ジな ど動 物 モ デ ル で は 陣 痛 発 来 の 機序 に母 体血 中 プ ロ ゲ ス テ ロ ン 消退が 関与 し て い る とい わ れ て い る が ヒ トで は

証明 され て い ない．ヒ トの 分娩 に局所 の プ ロ ゲ ス テ ロ ン 消 退 が 関与して い る か を解明す るた め，妊娠 10ヶ 月の 妊婦 の 腟 smear

の ホ ル モ ン状態 と子宮頸管熟化 の 関連 を調べ た．

【方法】妊娠36週以 降の 599名 の 妊婦から毎週採取された腟 smear 　l729標本 の ホ ル モ ン細胞診を 行い ，表層細胞の 割合に よ り

以 下 の 3 型 に分 類 した．1型 ：5％ 以 下 （プ ロ ゲ ス テ ロ ン優位型），II型 ：5〜15％，　 III型 ：15％以 上 （エ ス トロ ゲ ン優位型 ）．

腟 smear の 型 と採取時の Bishop　score との 関連 お よ び最終 smear の 型 と経 腟 分 娩の 割合を検討 した．

【成績】IH 型 （エ ス ト ロ ゲ ン 優位型 ） に お ける Bishop　score 　4以 上 の 占 め る割 合 は 1型 （プ ロ ゲ ス テ ロ ン 優 位 型 ）の そ れ よ り

有意 に高 く （p〈 0，05）， 経腟分娩の 割合 は，最終 smear で III型 （91．5％），II型 （82．8％ ），1型 （68．9％）で あ っ た もの の 順

に高か っ た．
【結論】今回の 検討 で 妊娠ユ0ヶ 月の 腟 smear でエ ス トロ ゲ ン 優位型を示 した もの は 子宮頸管が 熟化 して い る こ とが示 された．
腟 smear は 子宮頸管熟化 の 程度 を よ く反映 して お り，ヒ トの 分 娩 に 局所 の プ ロ ゲ ス テ ロ ン 消 退 が 関 与 して い る 可 能性 が示 唆

され ， ま た我 々 の 分類 は子宮頸管熟化を評価する 指標 と して 有用で ある と考 え られ た．

★ P・383 頸管擦 過細 胞を用い た頸管熟化因子解析法に関する基礎的検討
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【目的】頸管熟化と早産の か かわ りの 解明お よ び早産予測の 臨床検査 法の 開発を 目折 して，妊娠頸管擦過細胞を用 い た RT・PCR 法 によ

る頸管熟化に関連する遺伝子の 発現同定が可能かどうかにつ い て 検討した．
【方法】1．イ ン フ t 一ム ドコ ン セ ン トを得 た上 で ， 妊 娠22週〜40週 の 外来妊婦（r30 ）の 頸管擦過細胞を ダ ク ロ ン製ス ワ ブに て 採取 し，
直ちに液体窒素内に 凍結保存した．AGPC 法 にて mRNA を抽 出 し G3PDIIの 特異的プライマ ーを用 い て RT・PCR を行い ，抽出効率を

検討 した．2．頸管熟化に 関与する とされる COX −2，　TIMPI ，　iNOS，　MMP3 の 各 mRNA につ い て特異的ブラ イマ ーを用い て RT−PCR を行

い ， さ らに direct　sequence 法でそれらの 発現を確認した．3，切迫早産徴候の ない 妊娠22 −24週 （妊娠中期群，
　 n

＝7）と， 妊娠39− 40

週 （妊娠 末期群，n ＝7）にお い て COX −2　mRNA の 発現 を Light　Cyclerを用い て 定量 した．
【成績】1，G3PDH　mRNA は全例で発現 して お り本法に よ り mRNA の 採取 ・抽出が可 能である こ とが示された．2．　COX −2，　TIMP ユ，iNOS，
MMP3 すべ て の mRNA 発現 を認め，direct　sequenee 法に て 増 幅産物 が特異 的 で あ るこ とを確認した．3．　COX −2　mRNA の 発現は妊娠中

期 群O．15± O．09copy／G3PDH　lcopy， 妊娠末期群0，34±0．14　copy ／G3PD ユcopy と妊娠末期群によ り多く発現を認め た．（p〈  ．05＞
【結論】頸管擦過紹胞か ら RNA を採取 ・抽 出す る方法 を確立 し，

　 COX −2　mRNA が 妊娠末期に は 妊娠中期 と比 べ て 有意に多 く発現 して

い る こ とが示された．
　本法は非侵襲的に妊娠頸管擦過細胞に お ける 様々 な mRNA 発現 の 検討を可能とし，早産におけ る病態解明と「壕 発症予測に 有用で

ある 可能性が 示唆され た．

P−384　 低分子 プ ラ ス ミ ノ ーゲ ン活性 が分娩 の 発来機構 に お よぼ す影響 につ い て
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【目的】子宮 筋 の 収縮 に オ キ シ トシ ン
1
と共 に 関与する の が Bradykinin で ある が，また Bradykinin は キ ニ ン系 に依存 して い る．

よ っ て キニ ン 系 の 陣痛の 発来 に まつ わ る変 化 と線溶系 の 基質 で ある Plasminogen に 及 ぼ す影響，さ らに こ れ に伴 う凝 固系 の

動 態 を 明 か に する の が こ の 研究の 目的で ある．

【方法1正 期産44例， 非妊婦25例 に つ い て 妊娠分娩 の 生理 を説明 し て 同意 を 得 た．［1］ Plasminogen　Activatorの 活性 （U−

PAactivity）を Zyrnography にて 測定，得 られたバ ン ドをイ メ
ージア ナ ラ イ ザーに て 分 画 定量 した．同時 に線溶系の パ ラ メ

ー

タ と し て （1）PAI ・1 （2）PAI −2 （3）EuglobUlin溶解時 間 （4）α 2PI を ［2ユキ ニ ン系 で は （5） プ レ カ リ ク レイ ン を S−2302
に て 定量 し た ．［3］凝 固系 で は （6） Fib （7）TAT （8）R ． ，を免疫学的測定法 に て定量 した．

【成績】（1）HMW （高分子）の U −Paactivity（IUlml）は妊娠末期 で250± O．93に対し， 陣痛発来後 は 256± 0．59と有意 差 を認め

な か っ た もの の LMW （低分子〉の U −PAactivity （IU／ml） は妊 娠 末期の O．32 ± 0．13に対 し ， 陣痛発来後は0．19± （｝．03と有意 に

減少 した．Euglobulin溶 解 時 間 （分）は 妊娠末期 は 840．2± 26．4と延 長 し て い るが 陣痛 発 来 後 は356．6圭 54．3　と短 縮 した．（2）キ

ニ ン 系 に 関 して は妊娠末期で 196．8± 33．6 （％）と増加 した プ レ カ リ ク レ イ ン は陣痛発来後 は90．6± 16．8 （％ ） と短縮 した．（3）
凝固系で は 陣痛発来後 は Hagemal1 因 子が 増加 した．
【結論】プ レ カ リ ク レ イ ン は陣痛発来後 カ リク レイ ン に変 化 し減少する が ，

カ リ ク レ イン は LMW の U−PA の 生 成 を促 し Plas−

minogen を Plasmin に 変化 させ る。分 娩 の 発 来 に は線 溶 系 と キ ニ ン系 が有 機 的 に作 用 す る と 考 え られ る．
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